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２０２０年度 中学大会推薦（シード）基準

【2020.10.19 改訂版】

☆ 「北海道中学生新人バドミントン競技選手権大会」 (開催に向けて)

※ 但し、すべての種目に於いて、２０２０年度に限っての特例とする。

■ 団体戦 ■

① ２０１９年度 「☆」同大会のベスト４の「中学校」をシードする。

※ 例年通りに各校とも各地区の予選会に出場し、全道大会の出場権を得た場合と

する。（札幌地区１･２位は、予選順位を尊重する。）

② 出場がなければ、当該地区協会「最上位校」をシードする。

■ 個人戦 ■

＜シングルス＞

① ジュニアナショナルメンバーを配慮する。

② ２０１９年度 「☆」同大会 ベスト１６以上を配慮する。

③ ２０１９年度 「☆」同大会 ダブルス ベスト４以上の者を配慮する。

④ ２０１９年度 ＪＯＣジュニア新人の部 南・北北海道予選会

それぞれベスト８以上の現：中学１・２年生を配慮する。

＜ダブルス＞

① ジュニアナショナルメンバーを配慮する。

② ２０１９年度 「☆」同大会 ベスト８以上のペアを配慮する。
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２０２０年度 北海道中学生新人バドミントン競技選手権大会 「推薦選手」

☆２０１９年度 北海道中学生新人バドミントン競技選手権大会

※ 以下の中学校が各地区の予選を勝ち抜き、「☆」同大会の代表権を得た場合は全道

大会でシードする。出場がない場合は、当該地区協会「最上位校」をシードする。

■男子団体■ ■女子団体■

・１位：帯広第一(十勝) ・１位：帯広第一 (十勝)

・２位： 愛 宕 (旭川) ・２位：北星女子学園(札幌)

・３位： 砂 川 (北空知) ・３位：羊丘 (札幌)

森 (函館) 春光台 (旭川)

※ 以下に掲載する選手が当該種目にエントリーした場合は地区予選会を免除し、

全道大会でシードする。但し、２０２０年度の特例とする。

■男子シングルス■ ■女子シングルス■

・ベスト ８：高津②(札幌篠路) ・ ３ 位 ：原田②（旭川東明）

・ベスト１６：髙橋②(帯広第一) ・ベスト ８：中川②（登別緑陽）

・ベスト１６：狩野②（函館青柳）

石原②（釧路富原）

金谷②（帯広第一）

篠沢②（北斗上磯）

■男子ダブルス■ ■女子ダブルス■

・ ２ 位 ：髙橋②（砂川） ・ ３ 位 ：末永②･上山②（帯広第一）

・ベスト８：山岸②・村本②（札幌星置） 齋②（江別中央）

・ベスト８：及川②･中島②（帯広第一）

※ 髙橋②（砂川）、齋②（江別中央）は、シングルスに出場した場合のみ配慮する。

◇２０１９年度 ＪＯＣジュニア新人の部 南・北北海道予選会

■北 男子シングルス■ ■北 女子シングルス■

・ ３ 位 ：澤田①（帯広） ・ ３ 位 ：金谷②（帯広第一）

・ベスト８：菅原②（北見北光） ・ ４ 位 ：末永②（帯広第一）

川田②（旭川愛宕） ・ベスト８：東谷①（旭川）

■南 男子シングルス■ ■南 女子シングルス■

・該当なし ・ベスト８：中川②（登別緑陽）

[・ベスト８：丹羽⑥（登別）]


